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名 急性期脳卒中患者の運動量が合併症や骨格筋量に与える影響

研 究 の 概 要

　

急性期脳卒中患者では、 筋萎縮や感染症など．の合併リスクが高

いことが課題となっている。 歩行が自立しない患者は入院２週間後

の筋断面積が入院時の８０～９０％まで低下すると報告されており、

また急性期脳卒中患者３０～６０％が肺炎や尿路感染症などを合併し

ているとさォ ている。

近年、 脳卒中患者の運動量が注目されている。 急性期脳卒中患

者は入院後、 身体不活動の状態に陥りやすく、 日中の５３．２％の時

間が身体不活動の状態で、８８．５％の時間をベッドまたはベッドサ

イドで過ごしているとされている。

亜急性期脳卒中患者においては身体活動量と大腿四頭筋の筋厚

に有意な正の相関があると報告されており、 運動量と合併症の発

生には一定の見解が得られていない。

そこで本研究の目的は急性期脳卒中患者における運動量が下肢

の筋萎縮や合併症の発生率に与える影響について明らかにするこ

とである。 筋萎縮や合併症の発生率と運動量の関係が明らかにな

ることで、 運動量の目安を患者や医療者間で共有することにつな

がる可能性がある。
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包含基準：２０２３年７月から脳卒中の診断で当院脳神経外科に入院し

た患者。

除外基準：くも膜下出血で入院した患者、 入院前のｍｏｄｉｆｉｅｄ

Ｒａｎｋｉｎ

　

Ｓｃａｌｅ５の患 者。
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研究実施期間 研究許可日～令和９年３月３１日
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